
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校図書館支援センターだより 
 

白峰小から２つの報告です！ 
 図書館 

活動 

言語活動の活性化を図り、「読む」「書く」「話す」「聞く」力をつけるための手だてとして実施。 

① 毎月 23 日に近い金曜日に「うちどくブックトークカード」の宿題を出す。 

② 翌月曜日の朝学習の時間に、カードをもとにクラスで一人ずつ全員が発表する。 

③ 発表者以外の児童は、その内容に対して質問や意見を言う。 

・カードには、「書名」「著者名」「あらすじ（中、高学年のみ）」「一番興味を持ったところ、 

心に残った場面やことばなど」「自分がその場面や言葉を選んだ理由や自分の思い」「お家 

の方より」の記入欄がある。 

先生より 

・友だちが紹介した本を手に取ることが増えました。自分から興味を抱きにくい本も友だちの 

おかげで読み始め、読書の幅が広がりました。 

・本に触れる機会が増え、いつもはあまり読まない本も読むようになったと思います。 

 

 

１. 「読書の日」の取り組み ブックトークカード 

 

 

白峰小学校がある白峰・桑島地区は白山市の山麓地区にある児童数 17 名の小さな学校です。この地区は書

店が無く、一番近い市立図書館からも約 29km という距離にあり、とても本を身近に感じる環境ではありませ

ん。毎月２回市立図書館の移動図書館のびのび号がやってきますが、冬季（1，2 月）は雪が多いため運休とな

ります。 

そこで役立っているのが支援センターの存在です。市立図書館の資料の借り受けや市内各校の相互貸借が支

援センターを中心に行われ、学習やクラスでの利用にはもちろんのこと、子どもたち個人の資料依頼にも応え

てもらえます。現在も児童から「テレビで紹介していた本が読みたいんやけど…」と依頼があったシリーズを

借り受け中で、「本当に届いたんや！」ととても喜んで読んでいます。 

山奥にある小さな学校でも、子どもたちの「読みたい」「調べたい」気持ちは 

町の大きな学校と同じです。「気になる本があるけど、どうせ無理」とあきらめ 

るのではなく、「学校の図書館で相談すれば何とかなる」があたりまえであるた 

めに、支援センターの存在はとても心強いです。 

 

２. 学校図書館支援センターの利用 

 

 

今年度の司書部会グループ研究報告 
 

司書部会 

【小学校部会 研究テーマ：国語科の教科書に沿った利用指導ツールの作成】 

今年度小学校部会では３～６年を対象に、先生から依頼のあった指導や必要性の高いものを優先し、利用

指導のテーマごとに研究をしました。 

【中学校部会 研究テーマ：情報教育と連携した図書館活用】 

情報教育と連携した図書館の活用（図書と GIGA 端末の共存）について新国語教科書での情報をまとめ、

「情報教育と連携した図書館活用のために」（プレゼン資料）を作成しました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白山市学校図書館支援センター 白山市古城町 305番地 松任図書館内 

Tel 076(274)9877  Fax 076(274)5480  
検索 白山市学校図書館支援センター 

３年 知りたい情報を本の中から見つける 

 

４年 テーマ決め、情報の整理・組立 

５年 図書館を使いこなそう 

５年 固有種が教えてくれること 

 

 

 

６年 調べた情報の用い方 

 

ここに掲載したのは一部です。 

詳しくは学校司書に 

お問い合わせください。 

中学校 「情報教育と連携した図書館活用のために」（プレゼン資料） 

 


